ReallyNastyHorseRacingGame
2～6人　

目的
６レース終わった時点で一番お金の多い人が勝ち。お金を稼ぐ方法は二つ。

１）プレイヤーの馬が３着以内に入賞する

２）馬券で稼ぐ
ゲームの準備
１人のプレイヤーがブックメーカーになり、イベントカードをシャフルして各プレイヤーに配る。

	Player
	枚数

	2
	7

	3
	6

	4
	5

	5
	4

	6
	3


これらのカードは他人に見せないようにする。
お金
各プレイヤーに￡２００００ずつ配る。

レースカード

レースカードはシャフルされて表向きに重ねておく。一番上のカードからレースを始める。
各プレイヤーは６レースを通じて使用する勝負服の色を決める。

馬の格

いよいよ出走する馬を決めます。各プレイヤーは１～６のランクの６頭馬を所有している。

１レースには１頭出走できる。１番の馬が一番速く、６番が一番遅い。

馬の格はボード上の特定の場所(Early Pace, Quicken Up, Finish Well)に止まった時、ダイス目の倍、進める事が出来る能力によって決まる。
プレイヤーは自分の最強の馬をＧＩレースに出走させたいと思うか適鞍で勝ちにいきたいと思うことでしょう。
各プレイヤーは投票用紙に各レース番号の行のStable Entryのところに馬の格を記入します。

レース番号
ブックメーカーがレース番号カードをシャフルし、１枚ずつ各プレイヤーに配る。

これは各レース毎に行われる。

オッズ
各プレイヤーは自分の番に、出走させる馬の格と枠順をブックメーカーに告げます。

それを掲示板に記入します。オッズはボード上に記載されている。
投票
いよいよ第１レースの投票を行います。投票は１頭だけで、それは自分の馬でも他人の馬でも構わない。

各プレイヤーは枠順やオッズと相談して投票する。

馬を選んだら、その馬番をオッズの欄に記入し、賭け金を書く。全てのプレイヤーは誰がいくら賭けたかはわかるが、どの馬に賭けたかはわからない。
プレイヤーは馬券を買う必要はないが、レースには出走させなければならない。

プレイ開始
馬をスタート地点に置く。全レース１．２５週する。内側に一番近い馬を所有するプレイヤー（１番）か内枠に一番近いプレイヤーがダイスを振る。プレイはその後、時計回りに進む。

馬を動かす
各ボード上のスクエアは１つの長さ表す。ダイスの目とスクエアは対応している。

コース変更
プレイヤーはダイス目を越えない限り、自分の移動の一部として、いくつでも外側へならコース変更できる。外側へ移動する理由は以下の通り：

①柵に着地するのを避ける

②柵に着地する

③自分の行く手をはばむ馬を迂回するため

④自分が他人の馬に賭けているので自分の馬を負けるように仕向けるため

ダイス目で６が出た時に限り、内枠に入る事が出来る。但し、１レーン分しか入れない。
つまり前へ５マス進んで１移動力を使って内枠へ入る。
コーナー
コーナーでのコース変更は、繋がっている前方のマスに入らなければならない。

ブロック

もし、前方が前でカベになっている時は、その障害分を避けるために外枠へならいくらでも移動しても良い。もちろんダイスを振って“６”なら内へ切れ込んで行っても良い。
馬を動かすコツ
１度に１つのスペースを占める事ができる馬は１頭だけです。

馬は後ろに動いたり、斜め移動はできない。馬は他馬を飛び越す事はできない。そしてダイス目はたとえ外側へ動かすのであっても、最大限使わなければならない。４フェンス以上、トップから離された馬は馬主はそのレースから抜けても良い。

EP,QU,FW
この場で止まった時、今来た目と同じ分だけもう１度進める。ただしその場所の馬の番号と同じ馬しか適用されない。この時のボーナス分の移動は他のコースへの変更はできない。EPの地点は最初の１周目しかボーナスは無い。
各セクションでのボーナス移動は１回しかできない。
イベントカード
レース中１度しか使用できない。使ったカードはブックメーカーに渡す。
(a)Whipped Round

馬が逆さ向きになる。２回休みと同じ。１回目馬は後ろ向きになり、２回目で右向き、３回目にやっと進める。１～２回目はダイスを振れない。
このカードはスタートする前に使用しなければならない。
(b)False Start(Recall)
フライングが発生。このカードは先頭の馬がBrians Brookに到達する前に使用する。全ての馬はスタート地点に戻る。賭けはそのまま持続、落馬した馬もスタートに戻る。
(c)Faller Cards
もしプレイヤーが柵に止まっている時にFaller Cardが誰かによってプレイされた時、その馬は競走中止になる。もし、２頭以上が柵に止まっていた時はカードを出したプレイヤーがどの馬を落馬させるか選ぶことができる。
プレイヤーは自分の馬を落馬させる事もできる。レースから除外された馬主もFaller Cardをいつでも使って良い。このカードは馬が柵に止まるまでは使用できない。
(d)Slipped Up On The Flat(転倒・落馬)
このカードは柵の上を除いてどこでも使用できる。またある１頭にしか使用できない。このカードはレースにまだ残っているプレイヤーしか使用できない。このカードに対してremountカードは使用できない。
(e)Remount Card
このカードは誰かにFaller Cardをプレイされた直後にしか使用できない。
転んだ馬は同じ場所で起き上がりレースに復帰する。同じ場所で別のカードによって転んだ馬がいた場合、その馬も復帰できる。
(f)Horse Under Pressure Cards
このカードは最後の直線でしか使えない。このカードは使用される馬のオーナーがダイスを振る前にプレイしなければならない。使用される馬は、カードの示す方向にダイス目を最大限使用して進まなければならない。馬はそれから前へ進める。
(g)Oblection and Steward’s Enquiry Cards
このカードは全ての入賞馬（１～３着馬）が確定した後で使用される。

このカードを出すプレイヤーは￡10,000支払う。￡10,000の支払ができなければ、このカードは使用できない。プレイヤーは入着馬の中の一頭を指名してダイスを振る。
ゾロ目が出れば異議申し立ては成立して、その馬は失格となる。入着の馬だけが繰り上げとなる。
異議が成立した時、金は返ってくるが失敗した時は戻ってこない。Steward EnquiryはObjectionと同じです。違うのは￡10,000が要らない事だけ。

(h)Photo Finish Card
このカードは入着馬にしか使用できない。ある馬がゴール板を通過した時に全てのプレイヤーが使用できるが、対象馬は次にダイスを振る人の馬にしか適用されない。もしその馬がゴール板を通過したなら、２頭の着順は審査ミスによってひっくり返る。ゴール板を通過しなければ無効です。

レースの終了
１～３着馬はWinningサークルに置かれる。全頭が失格や落馬した時は全ての賭けは没収となる。

賞金

ゴールした馬が５～６頭の時は１～３着まで賞金が出る。
ゴールした馬が３～４頭の時は１～２着まで賞金が出る。

ゴールした馬が１～２頭の時は１着まで賞金が出る。

２００７年　１月２８日 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)









